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会社概要

マグネデザイン 本社

GSR素子商品・サンプルの紹介

3次元フォトリソの紹介

GSRセンサの原理は、GHzパルスによる最表面スピンの一斉超高速

回転現象をマイクロコイルで検知するもので、検出力はパルス周波

数の平行根とコイルの巻き数に比例して増加します。開発したGSR

センサは、MIセンサに比べて、100倍の感度性能を実現することが

可能です。GSRセンサの原理図を図1に示しています。

現在試作しているGSR素子の性能は、コイルピッチ3μmを基本として、

素子の長さを0.1㎜から2㎜に変化させて測定レンジを6Gから100Gまで

制御したものです。

感度は、6ｍV/Gから500ｍV/Gまでに調整しています。

3次元フォトリソ工程は、溝とワイヤとからなる凹凸面上への微細描画を特徴とする技術で、その概要を図2に

示しています。注目すべき新技術は、凹凸面に微細描写する技術と、直径10μmのアモルファスワイヤを深さ

7μmの溝に整列する技術です。

GSRセンサ原理の紹介

当社の製品技術

ASIC 2次元素子
コイルピッチ3μm

本社所在地 〒470-2414 愛知県知多郡美浜町豊丘北平井2-4

連絡先 TEL：0569-47-7631(代表) FAX：0569-47-7631

設立 2012年9月21日

資本金 30,000,000円

役員 代表取締役社長 本蔵義信
取締役 菊池永喜 , 本蔵晋平, 上村蕾
監査役 前田晃教

社員数 23名(2025年5月1日現在)

事業内容 ・磁気工学応用製品とその応用ソフトの研究開発
・磁気センサ、モータ、磁石とその応用ソフトの研究開発

主要取引銀行 名古屋銀行(東海支店),あいち銀行(名和支店)

土地 本社敷地 3,836.76㎡(1,160坪)

建物 本社社屋 1,279.51㎡(390坪)
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【図１】

【図２】
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当社は、Magnetics技術の研究開発とその成果の普及を目指して、代表者の本蔵義信が愛知製鋼(株)専務取締役
を退任後、2012年9月に設立した会社です。
2013年8月から名古屋大学との共同研究を開始し、2015年1月に超高感度マイクロ磁気センサを実現するGSR原
理を発見し、NHK報道で広く紹介され注目を集めました。2016年4月には、開発拠点となる試作センターを立
ち上げ、GSRセンサ素子の生産技術の開発に成功し、2020年、ASIC 仕様のGSRセンサに関する論文が国際的
な学術誌SensorsやJMMMに掲載されました。2023年3月、愛知製鋼との裁判に6連勝し、同年4月には、愛知
県美浜町に本社を移転すると同時に、美浜研究所を設立しました。
現在GSR原理を基礎に、ウェアラブルコンピュータ用の磁気ジャイロコンパス、生体磁気検知用ｐT（ピコテス
ラ）センサおよび自動車用磁気センサ向けのGSRセンサを開発中です。さらに、デンタル磁石の開発に成功し、
インドネシアで販売を開始しています。

会社沿革

代表取締役本蔵義信
•名古屋大学で磁性物理を専攻し、磁気工学分野の開発に従事
•磁性材料および磁気回路設計の専門家として工学博士号を取得
•日本磁気学会 副会長を務める（13年～17年）

受賞歴
•95年中日産業技術賞（中日新聞社賞）を受賞
•05年日本磁気学会の業績賞を受賞
•12年産官学連携功労者文部科学大臣賞を受賞
•12年財団法人材料科学技術振興財団から山崎貞一賞を受賞
•18年文部科学省ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ平成28年度 利用6大成果賞
•24年日本磁気学会 名誉会員

代表者経歴
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2012年9月 本蔵博士が会社設立

2013年8月 名古屋大学との共同研究契約締結、大学に事務所を開設

2014年10月 経産省補助事業に採択（電子コンパス 2年4,000万円）

2015年4月 愛知県補助事業に採択（ｐTセンサ1,600万円）

2015年5月-11月 GSR原理を発見、7月国際会議で発表、11月GSRセンサ特許取得

2015年10月 NHK報道で、GSRセンサが紹介される

2015年12月 NEDO補助事業に採択（ｐTセンサの事業化7,000万円）

2016年4月 ナビ白金（名古屋市）に移転し、自前の試作センター建設

2020年4月 朝日インテックと開発委託契約を締結

2020年7月 朝日インテックとライセンス契約を締結

2020年7月 国際的学術誌JMMMにASIC仕様のGSRセンサ論文を掲載

2023年4月 愛知県美浜町に本社移転、美浜研究所設立

2023年5月 磁性アタッチメントMagteeth700/900を販売開始

2023年8月 愛知県補助事業に採択（薄型磁性アタッチメント3,000万円）

2024年1月 特許50件取得記念講演会を開催

2024年5月 愛知県補助事業に採択（磁気顕微鏡6,000万円）

2024年6月 NEDO補助事業に採択（50％軽量モータ4.3億円）

2024年9月 本蔵社長が日本磁気学会の名誉会員表彰式に出席

2024年9月 ｎTメータ発売開始とSensor Expo Japan2024にて初の商品展示



第1実験室 クリーンルーム
Magnetics研究所

磁性新素材から部品加工さらに

磁気応用システム製品まで

設備紹介

マグネデザイン 研究棟

・3元蒸着装置 ・RIE ・露光機

・エッチング ・純水装置 ・メッキ装置

・研磨装置 ・SEM・抵抗測定 ・段差計

・3D 顕微鏡 ・ワイヤ整列装置

・溶解炉 ・ICP ・真空炉

・X線解析 ・VSM ・引張試験機

・着磁装置 ・切断機

・スウェージングマシン

第2実験室新合金開発

第１実験室  
3次元フォトリソ技術開発

・精密切断機 ・マルチワイヤー切断機

・アモルファスワイヤー試作装置

・ワイヤー寸法測定装置

・精密研磨装置 ・スエージングマシン

・ワイヤー巻替え装置 ・ワイヤー熱処理装置

・ワイヤーBH測定装置

第3実験室アモルファス開発
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3

要素技術
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・磁性改質装置 ・マイクロレーザ溶接

・着磁装置 ・研磨装置

・組立用プレスほか生産試作装置

・自動組立溶接機

・自動研磨装置 ・自動着磁

・検査装置

・レーザマーカ

第５実験室デンタル磁石開発

マグネデザイン 本社建屋

9

・GHzパルス発振機

・GHzオシロ

・インピーダンスアナライザー

・ワイヤボンディング

・シールドボックス

・顕微鏡（実体・金属）

・3Dプリンタほか

第４実験室磁気センサ開発

第６実験室モータ開発
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応用技術

・射出成型機 ・モーター評価ベンチ

・高速回転試験装置 ・磁界分布測定機



スピントロニクス応用のGSR磁気センサ
2015年新あいち創造研究開発補助金に採択
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GHzパルスとコイル電圧

1） 工業分野（20nT以下）

アモルファス磁性ワイヤに2GHzパルスを通電し、スピンを回転させ、
コイルに発生する電圧から微小磁界（1nT）の測定を可能にする磁気センサ

＊スピン回転を検出する新現象 GHz-Spin-Rotation effect

円周方向に整列したスピン

２） 医療分野（１nT以下）

①カテーテル手術ロボット
②磁気顕微鏡
③生体磁気診断装置

①ジャイロコンパス
②電流センサ
③回転角度センサ

【原理】

【GSR要素技術】

【GSRセンサの応用分野】

1） アモルファスワイヤ製造 ２） 三次元フォトリソ加工

GHzでパルス
動作するGSR
センサ回路

アモルファスワイヤ製造装置

３） GHｚパルス信号処理回路
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ワイヤにマイクロコイルを形成

GSR素子
コイルピッチ3μm

パルス周波数の影響
ワイヤ合金組成の影響

（Rising検波を採用）

ASIC基板面に
GSR素子を形成
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磁場

厚さ0.5 μm

α

コイル電
圧

パルス電流
２GHz

≪ GHzパルスを用いたGSR効果の検出方法≫

髪の毛：Φ１００μｍ

アモルファスワイヤ：Φ10μm

アモルファスワイヤ：10μm

コイルピッチ3μm



磁性微粒子（直径5μm）の磁界測定も可能

・検出力：0.3nT＠0.1～10Hz 
・素子長さ：2mmで、ミニ空間の微小磁界
・センササイズ：φ10µm×2mm
・近接測定が可能
・グラジオタイプは磁気シールド不要
・計測器とPCとUSB接続のハンディタイプ構成
・PC表示、USB電源：5V、0.22W

・磁気微粒子の磁界発生源の研究に最適
・Li電池材料中の磁性ナノ粒子の検出装置
・マイクロ磁性体の磁気モーメント測定装置

【特徴】

【仕様】

【応用例】

nTメータ製品

電源：USB供給

ｎTメータ 16chグリッド3次元ｎTメータ1μmを検出

アナログ回路 デジタル回路

磁性粒子の直径（μm）

ｾ
ﾝ
ｻ
出
力
（
ｎ

T
）

世界最小サイズのnTメータ商品化発売中

磁性微粒子 検出装置

ｎTメータ素子

被検体

Sample

Magnetic
shield

nT
meter

ｎTメータ
磁気センサ

磁気シールドパイ
プ

被検体
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６

磁気シールド不要

磁性粒子からの距離依存性

PC表示

GSRセンサ素子

フラックスゲートセンサ素子

10

mm

30mm×3mmΦ

（x1,350,000）

2mm×10µmΦ

MIセンサ素子

10mm×30µmΦ

（x45）

30 mm

2 mm

GHz MHz kHz

体積

電流の周波数

磁力計の比較



ｎTセンサを利用した磁気顕微鏡の開発
2024年新あいち創造研究開発補助金事業に採択

IPS細胞の観察写真

・内山教授がNature論文（細胞の磁気観察を論文）
<仕様>
・磁気センサの検出力：0.1nT
・センサ素子：10mm
・センサ素子と細胞のギャップ：1㎜

<開発目標>
・小型2mmで高感度0.1nT のASIC仕様センサを開発

Coアモルファスワイヤ＋立上りがり検波回路
・グリッド（画素2mm）で高画素化して
磁気顕微鏡（倍率10倍）を実現する

<先行技術からの改善と見通し>
・素子を小型化（10mmを2mm）で検出力5倍
・ギャップを近接化（1mmを0.3mm）して検出力20倍
⇒磁気顕微鏡の実現は可能

【磁気顕微鏡の開発の狙い】

【開発計画】

【先行技術】

・スタンフォード大学から開発依頼
・iPS細胞の生育状況を顕微鏡と磁気波形で観察
・細胞サイズ：0.02mm、細胞体は2mm程度
・高画素化したい
・非接触で測定して安価なシステムを希望

【磁気顕微鏡の仕様】
・倍率 ×10倍 高画素 0.2mm
・観察面積：8ｍｍ角
・専用シャーレ底面に固定する磁気センサグリッド
・売価200万円
・光学顕微鏡に設置可能

【発展性】

・脳波計・心電図に代替する脳磁図･心磁図
などの生体磁気検出装置につながる

光顕微鏡レンズ

IPS細胞

ゲル層
（細胞保護被膜）

磁気顕微鏡（磁気センサグリッド内蔵）

細胞培養液 専用シャーレ

磁気顕微鏡のイメージ図（磁気センサグリッド内蔵）

ASIC サイズ
1180um x 
2635um

GSR素子 on-ASIC

電圧波形

磁気波形

電圧波形と磁気波形

ウェアラブル脳磁計

会
社
概
要
・
技
術
紹
介

G
S
R
磁
気
セ
ン
サ

モ
|
タ

デ
ン
タ
ル
磁
石

沿
革
・
代
表
者
経
歴

展
望

設
備
紹
介

G
S
R
セ
ン
サ
応
用
品

7



磁石式ナビゲーション装置

位置決め精度0.1mm

3次元CT画像

位置情報を取得できる
カテーテル

新手法による３次元位置情報
とCT画像の合成イメージ

ステンレス磁石

カテーテル

血管

磁気センサー

X線活用

ガイドワイヤ

回転 移動

A:治療箇所

U-sonic Probe

Magnetic sensor Grid

医療機器のナビケーション技術の開発に挑戦

【開発の現状】

・位置精度は、磁石強度、センサ検出力に比例する
・距離の3乗に比例するので、5㎝は容易に実現するが、10㎝は挑戦的

高感度センサ

・先端SUS磁石の磁気モーメント 3nWm
・3次元磁気センサ検出力 0.1nT 
・センサグリッド 13行×13列（169個）
・位置・方位の計算プログラム

②3次元ｎTセンサの開発

③ワイヤ先端部の位置・方位
計算プログラムの開発

【開発の狙い】

【開発システムの仕様】

・現行システムはナビ精度が悪い 2mm
・ガイドワイヤは小さすぎて未開発
⇒ガイドワイヤ＋高精度を開発
⇒医療機器の誘導システムに応用

ワイヤ直径0.5mm
磁気モーメントに及ぼす
SUS磁石長さの影響

3次元センサ
（ピラミッド組立）

【見通し】

ASIC サイズ
1180um x 2635um

【開発の方策】

・新発想：世界初の磁石内蔵式に変更
・目標：高精度（0.2㎜）＠10㎝の距離

リアルタイム（0.05秒）

①先端磁石のガイドワイヤの開発
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磁
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（
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W
b

m
）

ワイヤ直径0.5mm
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GSRセンサを活用した

モータ制御用ロータリエンコーダ開発に挑戦

ﾎｰﾙ素子（3か所）

A２A1

tanθ＝A2/A１

80G

On-ASIC ２D素
子

ASIC表面

コイルピッチ
3μm

X軸

Y軸

制御用モータには、回転角度、回転速度センサが必要
標準品タイプ：磁気エンコーダ 0.6度
高性能タイプ：光エンコーダ 0.01度 高価

目標１：磁気エンコーダの小型化・高速回転対応
目標２：光エンコーダ並みの精度を持つ磁気エンコーダ

２Dセンサ 2極磁石

モータ

2次元GSRセンサの試作
回転実験装置の試作

回転軸端部にNS磁石を設置し、固定子端部に2次元磁気セン
サを配置して、回転方向・角度・スピードを検出

小型化は、2次元GSRセンサ
高速は、500KＨｚ
精度は、0.1度

【測定原理】

【原理確認実験】

【ロータリエンコーダの現状と開発目標】

【精度アップと高速対応】

・表面磁石の磁界：正弦関数、磁界強さ±80G、２極
・0.1度毎の磁界の変化は？

8000000ｎT×0.0008RAｄ×0.5（45度）＝3200ｎＴ
・GSRセンサ検出力は 200ｎT
⇒16倍の余裕（0.1度毎の測定は可能）

・正弦関数補間式を活用すると 0.01度毎の測定も可能
・高速ASICの開発：５００KHz 精度0.1度に対応

【開発課題と開発体制】

３）開発期間
・25年４月～2D-on-ASICを用いて原理検証
→補助金申請

・26年4月～高速ASICと実験室レベルサンプル製作
・27年４月～ 商品開発レベル（1億円）

現行品のロータリエンコーダ

磁気式ロータリエンコーダの測定原理

磁気式ロータリエンコーダの試作

Φ19

磁気式ロータリエンコーダの試験
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・感度 １．３ｍV/mT ⇒100倍 １３０ｍV/mT

基板実装型

ホールセン
サ

Miセンサ

GSRセンサを活用した

基板実装型の小型・高感度電流センサの開発に挑戦

【新デザインと測定原理】

感度1300ｍV/mT（10倍アップ）のGSRセンサを採用し、
直線配線のままで測定できる基板実装型電流センサ
差動GSR素子で、外部磁界をキャンセルし、電流が作る円
周磁界の差動強さから電流を算出する

【開発課題と開発体制】

【背景 電流センサの現状 電流センサの種類】

・実装が容易な基板実装型
・優れた直線性 0.2％
・広い測定レンジと高分解能 4桁 1mA～１０A
・高速ODR 500KＨｚ
・高い耐環境性と信頼性
・小型パッケージサイズ 幅２mm×長さ４mm
・優れた量産性（既存の半導体プロセスで完結）
・安価

差動センサによる電流測定原理

検出用素子 校正用素子

電流

ASIC

リード線

センサ基板

IC

電子回路基板

リード線

検出用素子 校正用素子

外部磁界

電流による円周磁界

【開発目標】

・差動GSR素子 マグネデザイン
・高速測定ASIC Prolific/ITRI（台湾）
・モータインバータ実装 アーミス
・多様な用途への対応

・電流センサ
（例：交流電流測定）
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差動素子EVKの写真
ΔV＝０

グラジオセンサ
グラジオ基板グラジオ用

素子

【開発事例】



【開発目標：50％小型・軽量化】

ロボット用SPMモータの50％小型軽量化に挑戦
2024年～2026年度NEDO開発補助事業

<小型化実現方策>

①Nd焼結磁石
⇒ボンド磁石に変更

②極数
2極⇒4極に変更

③回転数
6万⇒20万回転

④間隙
0.7mm⇒0.3mm

0.7mm 0.3mm

希土類異方性ボンド磁石

Nd 焼結磁石

会
社
概
要
・
技
術
紹
介

G
S
R
磁
気
セ
ン
サ

デ
ン
タ
ル
磁
石

G
S
R
セ
ン
サ
応
用
品

沿
革
・
代
表
者
経
歴

展
望

モ
｜
タ

設
備
紹
介

【昨年の研究成果】

【25年度の開発計画】

①商品化設計 トルクと効率の両立 コギングトルク低減
②応用１ ハンドピース用モータ
③応用２ ロボット用モータ
④応用３ 自動車用モータほか

シャフト（S45C）

異方性ボンド磁粉
ペレット市販品（Nd磁粉とSmFeN磁粉の混合品）

磁石金型

ペレット

4本ゲート加熱器

金型締め付け

押出器

①ロータ シャフト一と磁石の体成形 4極の極異方性磁石
②遠心力対策 ⇒射出成形磁石と回転子との密着性アップ
③発熱対策 ⇒Nd焼結磁石をボンド磁石に変更
④50％軽量モータ（20万回転）の試作に成功

回転子 50％小型化
(磁石と軸シャフト一体成形)

正弦波形 良好

Maxson社モータとの比較

Maxson社のロボット用モータ

10mm

20mm

ボンド磁石

Nd 焼結磁石インバータ固定子 モータ

11



ステンレス磁石の発明・商品化

２）カテーテル治療ガイドワイヤへの応用

【ステンレスSUS磁石の応用】

１）歯科用磁石への応用  

SUS磁石と非磁性改質と

Nd磁石の複合で吸着力2倍アップ

【ステンレス磁石の発明】

ステンレス磁石の性
能

非磁性のステンレスが磁石になった

電磁コイル

パイプ状磁気ヨーク

SUSワイヤ

ワイヤ着磁装置

ステンレス磁石
直径3㎜φ×長さ30㎜ 

Br:5.4⇒7.2KG
３３％アップ

Ｈｃ:0⇒100Oe

磁化:0⇒10KGe

０ 20 400 500 600 700

10000

8000

6000

4000

2000

0

残
留
磁
気
（

G
）

熱処理温度（℃）

60 kgf/mm2

90 kgf/mm2 

0 kgf/mm2

張力熱処理
0～90kg/mm2,  450～570℃

極低温加工で磁性材料に変身
-196℃×加工度30％以上
⇒非磁性を磁性に改質

張力熱処理で異方性 【着磁】

特許第7312995合
特許第6868174号

鉄を持ち上げている様
子

特殊加工

３）モータコア材への応用

Nd磁石 ステンレス磁石 

非磁性改質部 レーザ溶接

ワイヤの先端をSUS磁石に改造
→Nd磁石に匹敵

・ステンレス磁石作り方（極低温加工⇒繊維組織方向に張力熱処理⇒着磁）

ステンレス磁石 

Nd磁石

非磁性改質部

SUS磁石と非磁性とNd磁石の複合で
トルクアップ

ステンレス磁石 非磁性部

磁石につかない

0

10

20

30

40

50

60

70

0 20 40 60

磁
性
相
（％

）

加工率（％）

磁性相に及ぼす加工率と加工温度の影響

温度-196℃ 温度常温

磁石化（BHmax ）
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世界最強のデンタル磁石MagTeeth®シリーズを開発
インドネシアから発売開始

歯にやさしい歯科用磁石を用いて、脱着が容易で審美性に優れた高級な磁石式義歯
Magteethを開発した。Magteethにより吸着力のアップ、価格低減および神経を殺さない治
療が可能となった。同時にMRI問題解消の可能性が見えてきた。

【製品ラインナップ】

【臨床応用】(天然歯仕様)

支台歯加工

生活歯
構造体

キーパ

義歯製作

歯髄
（歯の神経）

• 吸引力50%向上

• 耐腐食性に優れたステンレスSUS316やSUS436Sを採用

• 非磁性レーザ改質技術で溶接部の強度をアップと製造工程を簡素化

• 全部品をプレス部品として低コスト化

・

①SUS磁石とNd磁石の複合磁石を
採用した磁気回路を形成
⇒吸引力が1.5倍向上した
②リング構造を採用
⇒吸着力が3倍向上した

【特徴】

【世界初の新技術】

ふた山分布ひと山分布

他社

マグネ社

標準タイプ 薄型タイプ

磁石式義歯 磁石式ブリッジ

MRI検査と欠陥画像
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0.6

MTS700

1.3

4.0

標準品

吸引力 (gf)

品番

寸
法

 (
m

m
)

1.1

3.0

キーパー

磁石構造体

薄型品

3.6

1.2 0.6

MT500 MT900 MTS500MT700

0.2

0.8

4.9

1.3

3.0/3.6/4.0

0.8

3.0/3.6/4.0

900 ± 90 700 ± 70 500 ± 50 600 ± 60 700 ± 70 

4.03.0

4.0

0.2

4.0

0.4
0.4

3.03.0

500 ± 50 450 ± 45 



Magnetics未来産業創出戦略とマグネ半島構想

【提案趣旨】

情報

エネルギー

医療

【NEDOに国家プロジェクト案を提案】

20世紀のデジタル革命による豊かな社会が切り開かれた反面、その負の遺産とし
てエネルギー・温暖化問題が深刻になっている。21世紀はMagnetics技術 による
エネルギー効率の劇的な改善と温暖化危機への挑戦が期待されている。
Magnetics技術は、日本が世界をリードしており、日本での画期的な開発が期待
されている。

公募名称：新技術先導研究プログラム_2023年実施RFI
受付番号：20230829-145559-9440-29-456-enquete

【主な未来産業ターゲット】

【マグネ半島構想】

 Magnetics技術とデジタル技術の融合

1) 次世代量子コンピュータ
2) MRAM（磁気メモリ） DRAMの消費エネルギー1/1000
3) EVモータ・小型モータの高効率・軽量化 50％軽量化
4) 超伝導磁石と輸送システム革命 磁気浮上と摩擦レス輸送
5) 磁気冷凍 冷凍効率10倍
6) 発電・電力輸送トランス 小型化・効率化
7) 生体磁気診断装置 磁気顕微鏡、小型MRI、脳・心磁図診断
8) 医療用ロボット

Magnetics未来産業
100社集積

台湾
半導体技術

シリコンバレー
情報技術

Magnetics基礎研究
磁気学会
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MagneDesign

マグネデザイン株式会社
〒470-2414
愛知県知多郡美浜町豊丘北平井2番地4
TEL：0569-47-7631

FAX：0569-47-7633

【美浜研究所】

【海外に開かれた立地】

マグネ半島構想の推進

愛知県の南部

知多半島

中部国際空港
セントレア

美浜町

車で25分
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